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「
あ
す
へ
の
話
題
」 

第
十
六
回 

／ 

幽
霊
職
員 

反
対
勢
力
の
心
配
は
な
い
と
思
っ
た
が
、
甘
か
っ
た
。
世
銀
融
資
業
務
の
本
命
は
、
金
で

は
な
く
知
識
。
現
場
の
知
識
に
国
際
的
な
知
識
が
融
合
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
。
現
場
の
状

況
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
良
い
援
助
は
で
き
な
い
か
ら
、
現
地
事
務
所
が
主
導
し
て
本
部
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
当
た
り
前
。
だ
が
、
現
実
は
正
反
対
の
本
部
主
導
型
。
主
役
と
な
る
べ

き
現
地
人
材
に
対
す
る
本
部
の
無
意
識
差
別
は
、
根
強
か
っ
た
。
電
話
帳
記
載
の
よ
う
な
簡

単
な
仕
事
に
さ
え
陰
謀
的
な
妨
害
を
受
け
疲
れ
果
て
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
に
な
っ
た
。 

職
種
定
義
、
採
用
・
昇
進
基
準
、
給
与
査
定
方
法
、
有
給
休
暇
や
産
休
な
ど
の
特
典
、
退

職
金
制
度
な
ど
、
幽
霊
人
事
の
こ
と
を
と
こ
と
ん
調
べ
た
。
ほ
と
ん
ど
「
別
扱
い
」
で
、
不

透
明
で
、
慣
習
的
な
性
格
が
強
く
、
幽
霊
ど
こ
ろ
か
差
別
待
遇
だ
っ
た
。
保
険
制
度
が
な
い

事
実
を
発
見
し
た
時
は
、
人
事
担
当
副
総
裁
の
部
屋
に
走
っ
た
。
彼
女
と
２
人
で
顔
を
見
合

わ
せ
「
不
確
定
責
任
！
」
と
震
え
上
が
っ
た
。
現
地
通
貨
購
買
力
を
給
与
査
定
の
考
慮
に
入

れ
る
他
は
全
て
平
等
に
し
た
い
と
言
っ
た
ら
、
彼
女
は
全
面
協
力
を
即
断
。
ま
ず
我
が
局
で

実
験
的
に
改
革
を
始
め
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
現
地
事
務
所
の
職
員
数
人
が
会
い
に
き
た
。
胸
に
ぶ
ら
下
げ
た
真
新
し

い
職
員
証
明
書
を
見
せ
に
来
た
と
言
う
。
「
本
部
に
来
て
外
来
者
扱
い
さ
れ
な
い
の
が
嬉
し

い
」
と
泣
く
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。 

も
う
ひ
と
昔
以
上
前
の
こ
と
。
南
ア
ジ
ア
数
カ
国
の
融
資
局
長
に
内
定
し
て
、
も
う
す
ぐ

部
下
と
な
る
職
員
を
調
べ
て
い
た
ら
、
総
人
数
が
意
外
に
少
な
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
本
部
採
用

の
み
の
リ
ス
ト
だ
っ
た
。
現
地
採
用
は
別
扱
い
だ
か
ら
各
国
の
現
地
事
務
所
に
聞
け
と
人
事

局
が
言
う
。
呆
れ
た
。
人
件
費
を
調
べ
る
と
「
そ
の
他
」
の
欄
に
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。

電
話
帳
に
も
載
っ
て
い
な
い
。
部
下
の
約
半
数
が
幽
霊
だ
っ
た
。
ぞ
っ
と
し
た
。 
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